
 
 
 
 
 
 

１４０周年記念全校授業 
 １１月１７日には、多くの保護者の方に授業参観に来て

いただきありがとうございました。１年生から６年生まで、

一緒に授業するなんて、一体どうやるのだろうととても興

味がありました。１年生の国語の教科書にある（横須賀で

は使っていない教科書です。）「春の雪だるま」という教材

で、授業が行われました。 
 授業は、先日、諏訪小の５年生で行われた授業の流れと

ほとんど同じでした。それを見たとき、全校ではとても無

理だと思いました。しかし、先日の授業で目の前の子ども

たちの様子を見ると、自分の考えが間違っていたことに気がつきました。 
 子どもたちは、何とか相澤先生のペースに追いつこうと必死で取り組んでいました。そ

んな子どもの姿を見て、感動したのは、私だけではなかったと思います。 
 その後の保護者、地域の方へのお話も、なかなか考えさせられるお話でした。私が印象

に残っているのは、「『話す』と『語る』の違

い」です。 
相澤先生曰く、「話す」は「言葉を耳に届け

ること」、「語る」は「言葉を心に届けること」。 
「大人は、子どもにいろいろなことを語っ

て行きましょう。」とお話されていました。相

澤先生のあの笑顔とやさしい口調で言われる

と、何となく納得できてしまいます。 
多くの保護者の方から、連絡帳を通して感

謝の言葉をいただきました。本当にありがと

うございます。子どもたちの笑顔と保護者の

方の感謝の言葉が、私たち教師にとっての頑

張る源です。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

元 気 で や り ぬ く 子  

す す ん で 学 ぶ 子  

思 い や り の あ る 子  

創立１４０周年おめでとうございます。  ・・・・中略・・・・・・ 
また、講師の先生の授業は、私も机を並べて受講した気になりました。内容も

感じとる力やお互い感じたことを話し合うことにより、相手と自分との考えや思

いの共通点や違いがある時は、それも感じ合えたり出来ることの大切さを改めて

実感しました。 
 前日に、子どもと一緒に音読して、本当に良かったとまるで小学生に戻ったよ

うに楽しくなりました。 
学校から帰ってきて、たくさんの記念の品（特に、下じきと紅白のおまんじゅ

う）は喜んで見せてくれました。 
先生方をはじめ保護者の役員の方々は、ご準備で大変だったと思います。あり

がとうございました。 



１４０周年記念式典 

 １１月１７日（土）の午後、地域の方や歴代 PTA の役員の方々、教職員の皆様をお招き

して、１４０周年記念式典を行いました。 
 当日は、雨模様の中、多くの方にご来校いただきました。本当にありがとうございまし

た。子どもたちも、今までの練習の成果を見せようと張り切っていました。 
 祝賀会の参加人数は、１８１名。私たち大人でも、その人数の前で話すのは、とても緊

張します。まして、子どもたちの心境を考えると、並大抵のことではないと思います。し

かし、子どもたちは、がんばりました。本番が、今までで一番良かったように感じます。

子どもというのは、試練を乗り越えて成長するのだと、改めて思いました。 
 ここに、いくつかの子どもの感想を紹介します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

最初、そんなに緊張しないかなと思ったら、本番では、けっこう緊張しました。で

も、１０年に１回のお祝いの式なので、一生懸命やりました。失敗しなくてよかった

です。練習をたくさんしたかいがありました。家でもたくさん練習しました。何回も

失敗しては、成功しました。 
本番では、家の人が来たり、地域のみなさんがいたので、ちょっと早くなっちゃっ

たと思いました。でも、自分なりにがんばれたと思います。 

最初やるとき、すごく緊張しました。手に書

かなくても読めて良かったです。 
２回目は、自分の近くに来ると、どっちを先

に言うか分からなくなって来ました。でも、ち

ゃんと言えて良かったです。 

式典では、あまりよくわかってなかった

かもしれないけど、がんばってやりきった

と思います。 
 最初、ひな壇に乗ったとき、少しふるえ

たけど、何とか乗り越えました。 

今回、運動会

に続き、またま

た神奈川新聞

に取り上げて

いただきまし

た。J：COM チ

ャンネルでも

放映されまし

た。 
 こういった

ことも、子ども

たちに自信や

誇りを持たせ

るきっかけに

なるのではな

いかと思いま

す。 


